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　久
野
町
に
お
住
ま
い
の
佐
藤
尚
徳
さ
ん

は
、
土
浦
市
の
非
農
家
出
身
で
す
が
、
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
で
３
年
間
の
研
修
を
終

え
、
昨
年
12
月
に
独
立
し
新
規
就
農
。
家

も
久
野
町
に
購
入
し
、
日
々
野
菜
作
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。
御
家
族
は
、
奥
さ
ん
と

目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
程
可
愛
い
１
歳

の
お
嬢
さ
ん
と
の
３
人
。
現
在
の
耕
地
面

積
は
畑
２
ha
（
す
べ
て
借
受
）。
作
物
は
、

河
童
大
根
と
加
工
ト
マ
ト
。
労
力
は
ヘ
ル

パ
ー
の
方
と
土
浦
の
実
家
か
ら
時
々
手
伝

い
に
来
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
。

　「
農
業
は
自
分
が
や
っ
た
分
だ
け
返
っ

て
く
る
。
縛
ら
れ
ず
に
、
自
分
で
思
っ
た

様
に
や
れ
る
こ
と
が
魅
力
。
し
か
し
、
天

候
や
病
害
虫
等
で
収
穫
が
左
右
さ
れ
る
た

め
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
。
そ
ん
な
時
、
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

た
事
や
、
Ｊ
Ａ
の
大
根
部
会
の
皆
さ
ん
や

Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
仲
間
が
親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
る
こ
と
が
力
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
皆
さ
ん
も
よ
く
し
て
下
さ

る
の
で
、
本
当
に
有
り
難
い
で
す
。」
と

話
さ
れ
た
佐
藤
さ
ん
。

　と
こ
ろ
で
、
佐
藤
さ
ん
が
農
業
を
や
ろ

う
と
思
っ
た
の
は
、11
年
前
、当
時
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
事
務
職
を
し
て
い
た

新 
年 

の 

ご 

挨 

拶

	

牛
久
市
農
業
委
員
会

	

　会
長

　山	

越	

康	

義

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　日
頃
よ
り
、
牛
久
市
農
業
委
員
会
の
業
務
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
、
夏
の
異
常
な
猛
暑
と
秋
の
度
重

な
る
大
型
台
風
の
上
陸
な
ど
農
業
に
と
り
ま
し
て
も

厳
し
い
環
境
下
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
農

業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

農
業
後
継
者
の
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
一
段
と
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
関
係
機

関
、
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、
農
家
の
皆
様
の
立
場

に
立
ち
、か
け
が
え
の
な
い
農
地
や
担
い
手
を
守
り
、

安
心
し
て
農
業
が
出
来
る
よ
う
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

6666666666666666666666666666666666666666666666666666666

時
に
、
バ
イ
ク
事
故
で
大
ケ
ガ
を
し
て

入
院
。
そ
の
時
寝
た
き
り
状
態
か
ら
の

回
復
期
に
食
べ

た
野
菜
の
お
い

し
さ
に
感
動
し

た
こ
と
が
き
っ

か
け
。

　や
が
て
自
分

で
作
っ
て
み
た

い
と
思
う
様
に

な
り
、「
人
生

一
度
き
り
、
好

き
な
こ
と
を
や

ろ
う
」
と
、
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー

ム
の
研
修
生
に

応
募
し
、
現
在

に
至
っ
た
と
の

こ
と
。

　今
後
に
つ
い

て
は
、
佐
藤
さ

ん
は
「
人
と
の

つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が

ら
、
も
っ
と
耕

作
面
積
を
増
や

し
、
若
い
人
が

農
家
訪
問

農
家
訪
問

農
業
を
や
り
た
い
と
思
え
る
様
な
〝
お
手

本
〟
に
な
り
た
い
。」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　後
継
者
不
足
の
中
、
こ
の
様
に
力
強
い

農
業
の
担
い
手
と
し
て
歩
み
始
め
た
佐
藤

さ
ん
。
ま
た
地
区
の
消
防
団
員
と
し
て
も

活
動
さ
れ
て
い
て
、
地
域
で
の
増
々
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
農
業
に
魅
せ
ら
れ
て
」
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　秀
福
・
風
神
・
一
富
士
・
春
美

人
・
紅
大
星
・
正
作
・
源
翠
・
す

ご
い
菜
・
菜
時
黄
な
ど
、
お
よ
そ

30
品
目
の
野
菜
・
飼
料
作
物
な
ど

の
品
種
改
良
を
行
っ
て
い
る
群
馬

県
伊
勢
崎
市
に
本
社
を
置
く
、
カ

ネ
コ
種
苗
く
に
さ
だ
育
種
農
場
を

訪
ね
た
。

　カ
ネ
コ
種
苗
は
種
苗
な
ど
の
研

究
、
生
産
、
販
売
な
ど
を
行
う
農

業
関
連
の
総
合
企
業
で
、
売
上
高

で
は
牛
久
市
で
も
な
じ
み
の
あ
っ

た
世
界
ベ
ス
ト
10
指
に
入
る
タ
キ

イ
種
苗
、
サ
カ
タ
の
タ
ネ
に
次
ぐ

種
苗
業
界
第
３
位
の
会
社
で
あ
る
。

　く
に
さ
だ
育
種
農
場
で
は
、
14 

ha
、
１
２
０
棟
を
超
え
る
試
験
農

場
施
設
で
病
害
接
種
検
定
や
成
分

分
析
、
そ
し
て
遺
伝
子
情
報
利
用

な
ど
の
選
抜
手
法
を
駆
使
し
て
、

最
先
端
の
品
種
育
成
を
目
指
し
て

い
る
そ
う
だ
。

　整
然
と
区
画
整
理
さ
れ
た
試
験

圃
場
で
は
、
青
首
大
根
・
ネ
ギ
・

キ
ャ
ベ
ツ
・
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
、

数
畝
ず
つ
露
地
栽
培
さ
れ
、
レ
タ

ス
・
辛
味
大
根
・
白
菜
な
ど
は
、

そ
の
ま
ま
試
食
し
た
が
野
菜
本
来

の
う
ま
味
を
味
わ
っ
た
。
栽
培
中

の
野
菜
は
い
ず
れ
も
大
型
で
葉
色

も
色
濃
く
、
見
た
だ
け
で
い
か
に

も
う
ま
そ
う
で
主
婦
な
ら
ず
と
も

買
い
気
・
食
い
気
を
そ
そ
る
に
十

分
な
出
来
で
あ
っ
た
。

　ち
な
み
に
冒
頭
の
秀
福
は
ト
マ

ト
、順
に
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
大
根
・

ニ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・
ネ
ギ
・
小

松
菜
・
白
菜
に
つ
け
ら
れ
た
ネ
ー

農
業
委
員
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　農
業
委
員
会
稲
敷
郡
協
議
会
（
牛

久
市
・
龍
ケ
崎
市
・
稲
敷
市
・
他
２

町
１
村
）
が
主
催
す
る
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
惜
し
く
も
初
戦
敗
退
し
ま

し
た
が
、
委
員
相
互
の
親
善
と
周
辺

市
町
村
と
の
情
報
交
換
な
ど
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　写
真
は
、
市
町
村
ご
と
に
最
優
秀

選
手
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
中
島
勉
委

員
。

農
業
委
員
視
察
研
修

平
成
30
年
10
月
25
日

ミ
ン
グ
。

　う
し
く
河
童
大
根
の
タ
ネ
は
カ
ネ

コ
種
苗
の
も
の
だ
が
、
病
気
や
虫
に

強
く
連
作
障
害
の
出
な
い
夢
の
種
子

が
出
現
す
る
こ
と
は
農
家
と
し
て
も

ろ
手
を
挙
げ
て
歓
迎
す
る
し
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
上
親
し
み
や
す
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
知
恵
を
絞
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
が
、
食
す
る
も
の
に
影

響
の
な
い
安
全
安
心
の
種
子
を
供
給

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
農
場
を
後
に

し
た
。

女
性
農
業
委
員
だ
よ
り

　去
る
９
月
５
日
、
水
戸
京
成
ホ
テ

ル
に
於
い
て
、
い
ば
ら
き
農
業
委
員

会
女
性
協
議
会
（
い
ば
ら
き
女
性
農

業
委
員
の
会
よ
り
改
称
）
の
第
14
回

定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
会
員
は
52
名
（
内
１
名
は
推
進

委
員
）
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

女
性
の
農
業
委
員
等
へ
の
登
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
資
質
向
上
及
び

課
題
の
検
討
、
会
員
相
互
の
連
携
を

目
指
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、今
回
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
４
年
間
に
わ
た
り
会
長
と

し
て
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
、
本
市
の

中
山
み
つ
い
委
員
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
尚
、
新
会
長
に
は
、
常
陸
大
宮

市
の
清
水
久
子
委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　総
会
終
了
後
、
ト
マ
ト
栽
培
を
し

て
い
る
㈱
ド
ロ
ッ
プ
の
代
表
取
締
役

の
三
浦
綾
佳

氏
に
よ
る
、

「
女
性
が
活

躍
で
き
る
農

業
経
営
」
と

題
し
て
記
念

講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
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編
集
後
記

　二
〇
一
八
年
は
、
人
も
作
物
も
暑
い
暑
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
度
重
な
る
台

風
や
大
雨
、
そ
し
て
地
震
と
日
本
各
地
が
常

識
を
超
え
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
一
日
も
早
く
今
ま
で

の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　幸
い
牛
久
市
は
他
の
地
域
と
比
べ
、
自
然

災
害
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
油
断

せ
ず
大
規
模
災
害
が
起
き
た
時
の
対
策
を
考

え
る
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　今
年
一
年
が
平
和
な
年
で
あ
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
編
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　編
集
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

　中
山
み
つ
い

 

　

 

〃

　
　

  

石
島
ま
す
み

賃借料情報

区分（10a当り） 賃借料標準額

田 10,000〜20,000円

畑 3,000〜8,000円

農作業標準料金
請負作業標準料金

項　目
作業名

単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 6,000円

育苗 １箱 700円 硬化苗

畦塗り 1m当たり 35円

田植え 10a 6,500円 条件により料
金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　

20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　

20,000円

倒伏などの条件
により上限とす

る

刈取り〜調整 10a
30,000〜　

35,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰

めまで）

乾燥〜調整
玄米60Kg

当たり
1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60Kg

当たり
1,000円 （　　〃　　）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰

めまで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まない

片方のみの場
合は1,500円
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お知らせ

農
業
者
の
視
点
で
お
届
け
し
ま
す

全
国
農
業
新
聞

　農
家
の
思
い
を
伝
え
、
農
業
・
農
村
の

未
来
を
と
も
に
考
え
る「
全
国
農
業
新
聞
」

は
地
域
農
業
者
の
代
表
機
関
で
あ
る
農
業

委
員
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
週

刊
の
農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。

　購
読
の
相
談
は
農
業
委
員
へ
。

発
行
日
／
毎
週
金
曜
日

購
読
料
／
月
７
０
０
円
（
送
料
込
）

許
可
が
必
要
！
農
地
の
転
用

　農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
業
以

外
の
用
途
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　農
地
に
区
画
形
質
の
変
更
を
加
え
て

宅
地
、
道
路
、
山
林
な
ど
の
用
途
に
転

換
す
る
こ
と
や
、
一
時
的
に
工
事
や
資

材
を
置
い
た
り
す
る
場
合
も
転
用
と
な

り
ま
す
。
許
可
申
請
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
。

6

　
　
　

6

　
　
　

6

未
来
に
つ
な
ぐ
『
相
続
登
記
』

　農
地
を
相
続
し
た
ら
、
相
続
登
記
と

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。　登

記
の
手
続
き
は
法
務
局
へ
、
農
地

の
相
続
の
届
出
は
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
後
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

農
業
者
年
金

　人
生
１
０
０
年
時
代
へ
の
備
え
と
し

て
、
年
金
額
が
変
わ
ら
ず
終
身
受
給
で
き

る
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
の
検
討
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

農
業
者
年
金
の
主
な
特
徴

・
節
税
（
掛
け
金
は
全
額
が
所
得
控
除
）

・
掛
け
金
が
選
べ
、
金
額
の
変
更
も
で
き

る
（
月
額
2
〜
6.7
万
円
）

・
積
立
方
式
の
確
定
拠
出
型
年
金

・
年
金
は
生
涯
受
給

三
つ
の
要
件
を
満
た
せ
ば
加
入
で
き
ま
す

１
、
60
歳
未
満

２
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険

料
免
除
者
は
除
く
）

３
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

加
入
の
相
談
は
農
業
委
員
ま
た
は
Ｊ
Ａ
へ


